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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアデータを受信する方法であって、オーバージエア(OTA)ブロードキャストミド
ルウェアユニットによって、
　複数のセッションに関する集約セッション記述データを受信するステップであって、前
記セッションの各々が、共通メディアコンテンツに関係するメディアデータをトランスポ
ートし、前記セッションの各々が、OTAブロードキャストの一部として送信され、前記集
約セッション記述データを受信するステップは、
　　対応するユーザサービス記述(USD)要素を参照する識別子要素を受信するステップと
、
　　前記複数のセッションに対応するブロードキャストストリームを識別する1つまたは
複数のブロードキャストストリーム識別子要素を受信するステップと、
　　前記ブロードキャストストリームの送信側のIPアドレスを指定する1つまたは複数の
送信側IPアドレス要素を受信するステップと、
　　前記ブロードキャストストリームの宛先のIPアドレスを指定する1つまたは複数の宛
先IPアドレス要素を受信するステップと、
　　前記ブロードキャストストリームに関する宛先ポートを指定する1つまたは複数のポ
ート要素を受信するステップと、
　　前記ブロードキャストストリーム内の物理レイヤパイプ(PLP)に関する識別子を指定
する1つまたは複数のPLP ID要素を受信するステップと、
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　　前記ブロードキャストストリームに関するソースフローまたはリペアフローの関連す
るトランスポートセッション識別子(TSI)を指定する1つまたは複数のTSI要素を受信する
ステップと、
　　前記複数のセッションに関する最高ビット転送速度を指定する1つまたは複数の帯域
幅要素を受信するステップと、
　　前記複数のセッションに関する開始時間を指定する1つまたは複数の開始時間要素を
受信するステップと、
　　前記複数のセッションに関する終了時間を指定する1つまたは複数の終了時間要素を
受信するステップと、
　を備える、受信するステップと、
　前記集約セッション記述データに基づいて前記OTAブロードキャストから前記メディア
データの少なくとも一部を抽出するステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記集約セッション記述データを受信するステップは、
　前記OTAブロードキャストの前記メディアデータに対してアウトオブバンドで前記集約
セッション記述データを受信するステップと、
　メタデータによって記述される前記メディアデータを伝送する前記複数のセッションに
対してアウトオブバンドで前記メタデータを受信するステップと、
　の内の1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記集約セッション記述データは、前記複数のセッションの各々に関する、ファイル配
信オーバー単方向トランスポート(FLUTE)に定義されたファイル配信テーブル(FDT)のデー
タを含む拡張ファイル配信テーブル(EFDT)データ
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信するステップは、高速情報チャネル(FIC)データを受信するステップを含み、
　前記抽出するステップは、
　　前記FICデータに対応する階層化コーディングトランスポート(LCT)データを判定する
ステップであって、前記LCTデータが前記OTAブロードキャストに含められる、ステップと
、
　　前記LCTデータに関連するサービスレイヤシグナリング(SLS)フラグメントを判定する
ステップと、
　　前記SLSフラグメントのユーザサービス記述(USD)データを判定するステップと、
　　前記USDに対応するメディアプレゼンテーション記述(MPD)を判定するステップと、
　　前記MPDから得た要求された表現に関する表現識別情報を判定するステップと、
　　前記USDに対応する階層化コーディングトランスポート(LCT)セッションインスタンス
記述(LSID)フラグメントを判定するステップと、
　　前記表現識別情報を使用して、前記LSIDフラグメントから得た前記要求された表現に
関するセッション記述を判定するステップと、
　　前記判定されたセッション記述を使用して、前記要求された表現に関するメディアデ
ータを前記OTAブロードキャストから抽出するステップと、
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記抽出されたメディアデータをキャッシュするステップと、
　動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)に従って前記メディアデータを求める要求
をDASHクライアントから受信するステップと、
　前記要求に応答して、前記要求されたメディアデータを前記DASHクライアントに送るス
テップと、
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
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【請求項６】
　前記OTAブロードキャストミドルウェアユニットおよび前記DASHクライアントは、共通
クライアントデバイス内に含められる、
　請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信するステップは、下位レイヤシグナリング(LLS)ストリームから情報を取り出
すステップを含み、
　前記抽出するステップは、
　前記LLSストリームからの情報を使用してサービスレイヤシグナリング(SLS)ストリーム
に同調するステップと、
　ユーザサービスバンドル記述(USBD)フラグメント、階層化コーディングトランスポート
(LCT)セッションインスタンス記述(LSID)フラグメント、メディアプレゼンテーション記
述(MPD)フラグメント、およびScheduleフラグメントを前記SLSストリームから取り出すス
テップと、
　前記USBDフラグメント、前記LSIDフラグメント、前記MPDフラグメント、および前記Sch
eduleフラグメントを使用してサービス構成要素を選択するステップと、
　それぞれのリアルタイムオブジェクト配信オーバー単方向トランスポート(ROUTE)/LCT
セッション上のサービス構成要素ストリームに同調するステップと、
　それぞれの前記サービス構成要素ストリームからメディアデータを抽出するステップと
、
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記集約セッション記述データを受信するステップは、1つまたは複数のソースフロー
要素を受信するステップをさらに含み、前記ソースフロー要素を受信するステップは、
　各リアルタイム要素が前記複数のセッションに関するバイナリ値を有する1つまたは複
数のリアルタイム要素を受信するステップと、
　前記複数のセッションのうちの1つに関する前記リアルタイム要素が真の値を有すると
き、前記複数のセッションのうちの1つの前記セッションのレシーバのトランスポートバ
ッファに関するバッファサイズを記述する最小バッファサイズ要素を受信するステップと
、
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記集約セッション記述データを受信するステップは、前記複数のセッションのうちの
1つに関する拡張ファイル配信テーブル(EFDT)要素を受信するステップをさらに含み、前
記EFDT要素を受信するステップは、
　前記EFDTに関する識別子を指定する識別子要素を受信するステップと、
　前記EFDTのバージョンを指定するバージョン要素を受信するステップと、
　前記複数のセッションのうちの1つにおけるオブジェクトに関する最長満了時間を指定
するmaxExpiresDelta要素を受信するステップと、
　前記EFDTによって記述される任意のオブジェクトの最大トランスポートサイズを指定す
るmaxTransportSize要素を受信するステップと、
　前記複数のセッションのうちの1つのファイルに関するファイルユニフォームリソース
ロケータ(URL)またはファイルテンプレートを指定するファイルテンプレート要素を受信
するステップと、
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記集約セッション記述データを受信するステップは、ペイロード要素を受信するステ
ップをさらに含み、前記ペイロード要素を受信するステップは、
　前記ペイロード要素に使用されるCodePoint値を指定するCodePoint要素を受信するステ
ップと、
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　前記ペイロード要素に関するペイロードフォーマットを指定する配信フォーマット識別
子要素を受信するステップと、
　任意、特定用途向け(サンプルベース)、または特定用途向け(ボックスの集合)を示す値
を有するフラグメンテーション要素を受信するステップと、
　任意、順序どおりの配信、またはメディアサンプルの順序どおりの配信およびムービー
フラグメントボックスの前を示す値を有する配信順序要素を受信するステップと、
　ソース前方誤り訂正(FEC)ペイロード識別子要素を受信するステップであって、前記FEC
ペイロード識別子要素は、
　　ソースFECペイロード識別子が存在せず、配信オブジェクト全体が対応するパケット
に含められることと、
　　前記ソースFECペイロード識別子が32ビット値であり、前記配信オブジェクトに関す
る開始オフセットを表すことと、
　　FECパラメータ要素が、前記ソースFECペイロード識別子に関するフォーマットを定義
することと、
　のうちの1つを示す値を有する、前記ソースFECペイロード識別子要素を受信するステッ
プと、
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数のセッションのうちの1つに関連するFEC方式のパラメータを定義する前記FEC
パラメータ要素を受信するステップをさらに含む、
　請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記集約セッション記述データを受信するステップは、リペアフロー要素を受信するス
テップをさらに含み、前記リペアフロー要素を受信するステップは、
　1つまたは複数の前方誤り訂正(FEC)パラメータを受信するステップであって、
　　ソースフローにおける任意のソースパケットと対応するリペアフローとの間の最長配
信遅延を指定する最長遅延要素と、
　　オーバーヘッドをパーセンテージ値として指定するオーバーヘッド要素と、
　　必要なバッファサイズを指定する最小バッファ要素と、
　のうちの1つまたは複数を受信するステップを含む、1つまたは複数のFECパラメータを
受信するステップと、
　1つまたは複数のFECオブジェクト送信情報(FECOTI)要素を受信するステップと、
　前記リペアフロー要素に対応するリペアフローによって保護されるソースフローを指定
する保護オブジェクト要素を受信するステップと、
　を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記保護オブジェクト要素を受信するステップは、
　前記ソースフローに関するセッション記述情報を指定するセッション記述要素を受信す
るステップと、
　前記ソースフローに関するトランスポートセッション識別子(TSI)を指定するTSI要素を
受信するステップと、
　前記リペアフローに含められる送信オブジェクト識別子(TOI)に対応する配信オブジェ
クトのTOIを指定するソースTOI要素を受信するステップと、
　各FECトランスポートオブジェクトのデフォルトサイズを指定するFECトランスポートオ
ブジェクトサイズ要素をシンボル単位で受信するステップと、
　を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　メディアデータを受信するためのデバイスであって、
　オーバージエア(OTA)ブロードキャストデータを受信するように構成されたインターフ
ェースと、
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　OTAブロードキャストミドルウェアユニットを備えるプロセッサであって、前記OTAブロ
ードキャストミドルウェアユニットが、
　　前記インターフェースを介して、複数のセッションに関する集約セッション記述デー
タを受信することであって、前記セッションの各々が、共通メディアコンテンツに関係す
るメディアデータをトランスポートし、前記セッションの各々が、OTAブロードキャスト
の一部として送信され、前記集約セッション記述データと、前記集約セッション記述デー
タによって記述されるブロードキャストサービスの前記メディアコンテンツとを受信する
ために、前記OTAブロードキャストミドルウェアユニットが、
　　対応するユーザサービス記述(USD)要素を参照する識別子要素を受信することと、
　　前記複数のセッションに対応するブロードキャストストリームを識別する1つまたは
複数のブロードキャストストリーム識別子要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームの送信側のIPアドレスを指定する1つまたは複数の
送信側IPアドレス要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームの宛先のIPアドレスを指定する1つまたは複数の宛
先IPアドレス要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームに関する宛先ポートを指定する1つまたは複数のポ
ート要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリーム内の物理レイヤパイプ(PLP)に関する識別子を指定
する1つまたは複数のPLP ID要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームに関するソースフローまたはリペアフローの関連す
るトランスポートセッション識別子(TSI)を指定する1つまたは複数のTSI要素を受信する
ことと、
　　前記複数のセッションに関する最高ビット転送速度を指定する1つまたは複数の帯域
幅要素を受信することと、
　　前記複数のセッションに関する開始時間を指定する1つまたは複数の開始時間要素を
受信することと、
　　前記複数のセッションに関する終了時間を指定する1つまたは複数の終了時間要素を
受信することと、を行うように構成される、受信することと、
　前記集約セッション記述データに基づいて前記OTAブロードキャストから前記メディア
データの少なくとも一部を抽出することと、
　を行うように構成される、プロセッサと、
　を備える、デバイス。
【請求項１５】
　命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、実行された
ときに、メディアデータを受信するためのデバイスのプロセッサに、
　複数のセッションに関する集約セッション記述データを受信することであって、前記セ
ッションの各々が、共通メディアコンテンツに関係するメディアデータをトランスポート
し、前記セッションの各々が、オーバージエア(OTA)ブロードキャストの一部として送信
され、前記集約セッション記述データをプロセッサに受信することを行わせる前記命令が
、前記プロセッサに、
　　対応するユーザサービス記述(USD)要素を参照する識別子要素を受信することと、
　　前記複数のセッションに対応するブロードキャストストリームを識別する1つまたは
複数のブロードキャストストリーム識別子要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームの送信側のIPアドレスを指定する1つまたは複数の
送信側IPアドレス要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームの宛先のIPアドレスを指定する1つまたは複数の宛
先IPアドレス要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームに関する宛先ポートを指定する1つまたは複数のポ
ート要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリーム内の物理レイヤパイプ(PLP)に関する識別子を指定
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する1つまたは複数のPLP ID要素を受信することと、
　　前記ブロードキャストストリームに関するソースフローまたはリペアフローの関連す
るトランスポートセッション識別子(TSI)を指定する1つまたは複数のTSI要素を受信する
ことと、
　　前記複数のセッションに関する最高ビット転送速度を指定する1つまたは複数の帯域
幅要素を受信することと、
　　前記複数のセッションに関する開始時間を指定する1つまたは複数の開始時間要素を
受信することと、
　　前記複数のセッションに関する終了時間を指定する1つまたは複数の終了時間要素を
受信することと、
　を行わせる命令を含む、受信することと、
　前記集約セッション記述データに基づいて前記OTAブロードキャストから前記メディア
データの少なくとも一部を抽出することと、
　を行わせる非一時的コンピュータ可読記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2015年1月8日に出願し
た米国仮出願第62/101,236号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、符号化されたビデオデータの記憶およびトランスポートに関する。
【背景技術】
【０００３】
　デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキャスト
システム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末(PDA)、ラップトップコ
ンピュータまたはデスクトップコンピュータ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、
デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、セルラー
電話または衛星無線電話、ビデオ会議デバイスなどを含む、幅広いデバイスに組み込むこ
とができる。デジタルビデオデバイスは、デジタルビデオ情報をより効率的に送受信する
ために、MPEG-2、MPEG-4、ITU-T H.263またはITU-T H.264/MPEG-4、Part 10、アドバンス
ドビデオコーディング(AVC)、ITU-T H.265(「高効率ビデオコーディング」または「HEVC
」とも呼ばれる)によって定められた規格、および、そのような規格の拡張に記載されて
いるものなどの、ビデオ圧縮技法を実装する。
【０００４】
　ビデオ圧縮技法は、空間的予測および/または時間的予測を実行し、ビデオシーケンス
に固有の冗長性を低減または除去する。ビデオデータは、符号化された後、送信できるよ
うにパケット化される場合がある。ビデオデータは、AVCのような、国際標準化機構(ISO)
ベースメディアファイルフォーマットおよびその拡張などの、種々の規格のいずれかに準
拠するビデオファイルへと、アセンブルされる場合がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Pailaら、「FLUTE-File Delivery over Unidirectional Transport」、
Internet Engineering Task Force、RFC6726、2012年11月
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一般に、本開示の技法は、オーバージエア(OTA)ブロードキャストされたメディアデー
タの複数のセッションに関する集約セッション記述情報のシグナリングに関する。すなわ
ち、セッションの各々が共通メディアコンテンツに関係するメディアをトランスポートす
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る場合があり、セッションの各々がOTAブロードキャストの一部として送信される場合が
ある。共通メディアコンテンツは、たとえば、動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DAS
H)による多重化された表現のセットに対応する場合がある。すなわち、各セッションは、
異なる1つの表現のメディアデータをトランスポートする場合がある。集約セッション記
述情報は概して、セッションの各々を記述する場合がある。たとえば、集約セッション記
述情報は、ファイル配信テーブル(FDT)およびセッション記述プロトコル(SDP)ファイルと
概念的に類似したデータを含んでもよい。
【０００７】
　一例では、メディアデータを受信する方法が、オーバージエア(OTA)ブロードキャスト
ミドルウェアユニットによって実施され、複数のセッションに関する集約セッション記述
データを受信するステップであって、セッションの各々が、共通メディアコンテンツに関
係するメディアデータをトランスポートし、セッションの各々が、OTAブロードキャスト
の一部として送信される、受信するステップと、集約セッション記述データに基づいてOT
Aブロードキャストからメディアデータの少なくとも一部を抽出するステップとを含む。
【０００８】
　別の例では、メディアデータを受信するためのデバイスが、オーバージエア(OTA)ブロ
ードキャストデータを受信するように構成されたインターフェースと、複数のセッション
に関する集約セッション記述データをインターフェースを介して受信することであって、
セッションの各々が、共通メディアコンテンツに関係するメディアデータをトランスポー
トし、セッションの各々が、OTAブロードキャストの一部として送信される、受信するこ
とと、集約セッション記述データに基づいてOTAブロードキャストからメディアデータの
少なくとも一部を抽出することとを行うように構成されたOTAブロードキャストミドルウ
ェアユニットを備えるプロセッサとを含む。
【０００９】
　別の例では、メディアデータを受信するためのデバイスが、複数のセッションに関する
集約セッション記述データを受信するための手段であって、セッションの各々が、共通メ
ディアコンテンツに関係するメディアデータをトランスポートし、セッションの各々が、
OTAブロードキャストの一部として送信される手段と、集約セッション記述データに基づ
いてOTAブロードキャストからメディアデータの少なくとも一部を抽出するための手段と
を含む。
【００１０】
　別の例では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体に命令が記憶されており、命令が、実
行されたときに、メディアデータを受信するためのデバイスのプロセッサに、複数のセッ
ションに関する集約セッション記述データをインターフェースを介して受信することであ
って、セッションの各々が、共通メディアコンテンツに関係するメディアデータをトラン
スポートし、セッションの各々が、オーバージエア(OTA)ブロードキャストの一部として
送信される、受信することと、集約セッション記述データに基づいてOTAブロードキャス
トからメディアデータの少なくとも一部を抽出することとを行わせる。
【００１１】
　1つまたは複数の例の詳細が、以下の添付の図面および説明に記載されている。他の特
徴、目的、および利点は、説明、図面、および特許請求の範囲から明らかになるであろう
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】オーバージエア(OTA)ブロードキャストを介してメディアデータをストリーミン
グするための技法を実施する例示的なシステムを示すブロック図である。
【図２】図1の受信ユニットの構成要素の例示的なセットをより詳細に示すブロック図で
ある。
【図３】例示的なマルチディアコンテンツの要素を示す概念図である。
【図４】サービスのバンドルに与えられるメタデータを表す例示的な構成要素結合図を示
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すブロック図である。
【図５】本開示の技法に従って交換されるメタデータを表す例示的な構成要素結合図を示
すブロック図である。
【図６Ａ】例示的な階層化コーディングトランスポート(LCT)セッションインスタンス記
述(LSID)スキーマを示す概念図である。
【図６Ｂ】例示的な階層化コーディングトランスポート(LCT)セッションインスタンス記
述(LSID)スキーマを示す概念図である。
【図６Ｃ】例示的な階層化コーディングトランスポート(LCT)セッションインスタンス記
述(LSID)スキーマを示す概念図である。
【図７】ハイレベルサービスを発見しハイレベルサービスにアクセスするための例示的な
プロセスを示す流れ図である。
【図８】本開示の技法によるパイプモデルの例を示す概略図である。
【図９】本開示の技法によるパイプモデルの例を示す概略図である。
【図１０】本開示の技法によるパイプモデルの例を示す概略図である。
【図１１】図5のサービスレイヤシグナリング(SLS)データモデルごとの詳細サービス発見
プロセスの例を示すフロー制御図である。
【図１２】例示的なベアラモデルおよび識別情報を示す概念図である。
【図１３】図12のベアラモデルおよび識別情報の追加の詳細を示す概念図である。
【図１４】サービス/構成要素、ROUTEセッション/(LCT)トランスポートセッションモデル
および識別情報を示す概念図である。
【図１５】本開示の技法による、アウトオブバンド集約セッション記述データを使用して
オーバージエア(OTA)ブロードキャストからメディアデータを取り出すための例示的な方
法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　概して、本開示は、ATSC次世代ブロードキャストテレビジョン(NGBT)とも呼ばれるATSC
3.0による新型テレビジョンシステム委員会(ATSC)ブロードキャストなどのオーバージエ
ア(OTA)ブロードキャストサービス、デジタルビデオブロードキャスティング(DVB)、統合
サービスデジタル放送(ISDB)、およびデジタル地上波マルチメディア放送(DTMB)などの、
他のそのようなOTAブロードキャストサービスを使用してメディアデータをブロードキャ
ストする際のサービスデータのシグナリングおよびサービス発見ブートストラッピングに
関する技法を説明する。OTAブロードキャストは、リアルタイムオブジェクト配信オーバ
ー単方向トランスポート(ROUTE)プロトコルの技法を利用してもよい。OTAブロードキャス
トは、インターネットプロトコル(IP)ベースのブロードキャストサービス配信を指定し、
いわゆる「サービスレイヤ」(正式にはATSC3.0において「管理およびプロトコル」レイヤ
と呼ばれる)の一部として提案された、第3世代パートナーシッププロジェクト(3GPP)マル
チメディアブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS)に関して定義されたユーザサ
ービス記述(USD)/サービス告知フレームワークに基づく(たとえば、ユーザサービス記述(
USD)/サービス告知フレームワークをモデルとする)ROUTEプロトコルおよび拡張可能マー
クアップ言語(XML)ベースのサービスシグナリングを使用する場合がある。メディアデー
タは、動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)に従ってフォーマットされてもよく、
それによって、DASHセグメントがOTAブロードキャストの一部として伝送される。本開示
では、数ある技法の中で、例示的なサービスレイヤシグナリングデータモデル、例示的な
サービス発見ブートストラッピングプロセス、およびネットワークチャネル化モデルにつ
いて説明する。
【００１４】
　本開示では、単独で実装されてもあるいは任意の組合せにおいて実装されてもよい様々
な技法について説明する。上述のように、いくつかの例では、本開示の技法は、ROUTEプ
ロトコルを利用する場合があるOTAブロードキャストを使用して、ストリーミングセグメ
ント、たとえば、DASHセグメントをトランスポートするときに実施されてもよい。本開示
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の技法は、複数のセッションに関するセッション記述プロトコル(SDP)情報を集約された
単一のフラグメントとして送ることを含む。すなわち、以前の技法ではセッションごとに
個々のSDPフラグメントを送った場合もあるが、本開示では、(共通メディアコンテンツに
関係する)複数のセッションについて単一のフラグメントを送るための技法について説明
する。共通メディアコンテンツは同じプログラムに関して同じメディアコンテンツ、たと
えば、関係するオーディオオーディオ、ビデオ、および/または時限テキストメディアデ
ータを単独で含むかまたは任意の組合せとして含む多重化されたDASH表現に対応する場合
がある。単一のフラグメントは、以下においてより詳細に説明するように、階層化コーデ
ィングトランスポート(LCT)セッションインスタンス記述(LSID)フラグメントを含んでも
よい。したがって、同じメディアコンテンツに関係するセッションごとに個々のセッショ
ン記述情報を送る必要はない。関連するメディアコンテンツに関する複数のセッションが
、たとえば、マルチビューコンテンツに関する複数のビュー、ならびに1つまたは複数の
オーディオ表現および/または(たとえば、クローズドキャプション用の)時限テキスト、
あるいは他のそのようなデータを含んでもよい。したがって、いくつかの例では、LSIDフ
ラグメントは、ビュー、オーディオ、および時限テキスト表現に関するセッション情報を
記述してもよい。
【００１５】
　別の例として、本開示では、ファイル記述子をアウトオブバンドで送るための技法につ
いて説明する。たとえば、ファイル配信テーブル(FDT)はLSIDフラグメントに含められて
も(すなわち、LSIDフラグメント内で伝送されても)よく、FDTは、対応するメディアデー
タとは別の通信において配信されても(すなわち、LSIDフラグメント外で伝送されても、
あるいはLSIDを伝送する通信セッションまたは通信チャネルとは別の通信セッションまた
は通信チャネルにおいて配信されても)よい。FDT全体またはFDTの一部は、対応するメデ
ィアデータとは別に配信されてもよい。このようにして、FDTをインバンドで(すなわち、
対応するメディアデータと同じビットストリームおよび/または通信の一部として)配信す
る場合と比較してエラーレジリエンシーが改善される場合がある。
【００１６】
　本開示におけるインバンドFDTまたはアウトオブバンドFDTのいずれかのコンテンツは、
(RFC6726に記載された)公称FDTに含められない追加のファイル記述子を含む場合があるの
で、本開示におけるそのようなFDTオブジェクトは正式には、拡張FDTまたはEFDTと呼ばれ
る。
【００１７】
　DASHでは、頻繁に使用される動作には、HEAD、GETおよび部分GETが含まれる。HEAD動作
は、URLまたはURNと関連付けられたペイロードを取り出さずに、所与のユニフォームリソ
ースロケータ(URL)またはユニフォームリソースネーム(URN)と関連付けられたファイルの
ヘッダを取り出す。GET動作は、所与のURLまたはURNと関連付けられたファイル全体を取
り出す。部分GET動作は、入力パラメータとしてバイト範囲を受信し、ファイルの連続し
た数のバイトを取り出し、この場合、バイトの数は受信されるバイト範囲に対応する。し
たがって、部分GET動作は1つまたは複数の個々の動画フラグメントを取得できるので、HT
TPストリーミングに動画フラグメントが利用されてもよい。動画フラグメントでは、異な
るトラックのいくつかのトラックフラグメントが存在してもよい。HTTPストリーミングで
は、メディアプレゼンテーションは、クライアントがアクセス可能なデータの構造化され
た集合体であってもよい。クライアントは、メディアデータ情報を要求およびダウンロー
ドして、ユーザにストリーミングサービスを提示してもよい。
【００１８】
　DASHの例では、マルチメディアコンテンツのビデオデータおよび/またはオーディオデ
ータに関する複数の表現が存在してもよい。以下で説明するように、それぞれに異なる表
現は、それぞれに異なるコーディング特性(たとえば、ビデオコーディング規格のそれぞ
れに異なるプロファイルまたはレベル)、それぞれに異なるコーディング規格またはコー
ディング規格の拡張(マルチビューおよび/またはスケーラブル拡張など)、またはそれぞ
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れに異なるビットレートに対応する場合がある。そのような表現のマニフェストは、メデ
ィアプレゼンテーション記述(MPD:Media Presentation Description)データ構造において
定義されてもよい。メディアプレゼンテーションは、HTTPストリーミングクライアントデ
バイスにアクセス可能なデータの構造化された集合体に対応する場合がある。DASHクライ
アントは、メディアデータ情報を要求およびダウンロードして、クライアントデバイスの
ユーザにストリーミングサービスを提示してもよい。メディアプレゼンテーションは、MP
Dの更新を含む場合があるMPDデータ構造で記述されてもよい。
【００１９】
　メディアプレゼンテーションは、1つまたは複数の周期のシーケンスを含んでもよい。
周期は、MPDにおける周期要素によって定義されてもよい。各周期は、MPDにおける属性st
artを有してもよい。MPDは、周期ごとにstart属性とavailableStartTime属性とを含んで
もよい。
【００２０】
　各周期は、同じメディアコンテンツのための1つまたは複数の表現を含んでもよい。表
現は、オーディオデータまたはビデオデータの、多数の符号化バージョンの選択肢の1つ
であってもよい。表現は、符号化のタイプ、たとえば、ビデオデータのビットレート、解
像度、および/またはコーデック、ならびにオーディオデータのビットレート、言語、お
よび/またはコーデックによって異なる場合がある。表現という用語は、マルチメディア
コンテンツのある特定の周期に対応し、ある特定の方法で符号化された、符号化オーディ
オデータまたは符号化ビデオデータのあるセクションを指すために使用される場合がある
。
【００２１】
　ある特定の周期の表現は、表現が属する適応セットを示すMPD内の属性によって示され
るグループに割り当てられてもよい。同じ適応セット内の表現は、概して、クライアント
デバイスが、たとえば帯域幅に適応するためにこれらの表現の間で動的かつシームレスに
切り替わることができる点で、互いに対する代替物と見なされる。たとえば、ある特定の
周期のビデオデータの各表現は、同じ適応セットに割り当てられてもよいので、表現のう
ちのいずれもが、対応する周期のマルチメディアコンテンツの、ビデオデータまたはオー
ディオデータなど、メディアデータを提示するように復号するために、選択されてもよい
。いくつかの例では、1つの周期内のメディアコンテンツは、グループ0が存在する場合に
はグループ0からの1つの表現によって表されてもよく、あるいは各々の非ゼロのグループ
からの最大でも1つの表現の組合せのいずれかによって表されてもよい。ある周期の各表
現のタイミングデータは、周期の開始時間に対して表されてもよい。
【００２２】
　表現は1つまたは複数のセグメントを含んでもよい。各表現が初期化セグメントを含ん
でもよく、または表現の各セグメントが自己初期化するものであってもよい。初期化セグ
メントは、それが存在する場合、表現にアクセスするための初期化情報を含んでもよい。
一般に、初期化セグメントは、メディアデータを含まない。セグメントは、ユニフォーム
リソースロケータ(URL)、ユニフォームリソースネーム(URN)、またはユニフォームリソー
ス識別子(URI)のような、識別子によって一意に参照されてもよい。MPDは、各セグメント
のための識別子を構成してもよい。いくつかの例では、MPDは、URL、URN、またはURIによ
ってアクセス可能なファイル内のセグメントのためのデータに相当する場合があるrange
属性の形式で、バイト範囲を提示してもよい。
【００２３】
　それぞれに異なるタイプのメディアデータに対して実質的に同時に取出しを行うために
それぞれに異なる表現が選択されてもよい。たとえば、クライアントデバイスは、セグメ
ントを取り出すオーディオ表現、ビデオ表現、および時限のテキスト表現を選択すること
ができる。いくつかの例では、クライアントデバイスは、帯域幅に適応するために特定の
適応セットを選択することができる。すなわち、クライアントデバイスは、ビデオ表現を
含む適応セット、オーディオ表現を含む適応セット、および/または時限のテキストを含
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む適応セットを選択することができる。代替として、クライアントデバイスは、あるタイ
プのメディア(たとえば、ビデオ)に関する適応セットを選択し、他のタイプのメディア(
たとえば、オーディオおよび/または時限のテキスト)に関する表現を直接選択することが
できる。
【００２４】
　図1は、オーバージエア(OTA)ブロードキャストを介してメディアデータをストリーミン
グするための技法を実施する例示的なシステム10を示すブロック図である。この例では、
システム10は、コンテンツ作成デバイス20と、ブロードキャストソースデバイス60と、ブ
ロードキャストユニット74と、クライアントデバイス40とを含む。ブロードキャストソー
スデバイス60は、たとえば、テレビジョンネットワークオフィス、ケーブルテレビジョン
オフィスなどを備えてもよい。ブロードキャストユニット74は、たとえば、衛星、ケーブ
ルテレビジョン分散ハブ、アンテナなどを備えてもよい。図1の例には単一のブロードキ
ャストユニット74しか示されていないが、ブロードキャストソースデバイス60とクライア
ントデバイス40との間に複数の中間デバイスが位置してもよいことを理解されたい。いく
つかの例では、コンテンツ作成デバイス20およびサーバデバイス60は、コンピュータベー
スのネットワークによって結合されてもよく、あるいは直接通信可能に結合されてもよい
。代替的に、コンテンツ作成デバイス20は、ハードディスク、フラッシュドライブ、CD、
DVD、ブルーレイディスクなどのコンピュータ可読記憶媒体を配布することによってブロ
ードキャストソースデバイス60にマルチメディアコンテンツを供給してもよい。いくつか
の例では、コンテンツ作成デバイス20およびブロードキャストソースデバイス60は、同じ
デバイスを構成してもよい。
【００２５】
　図1の例では、コンテンツ作成デバイス20は、オーディオソース22とビデオソース24と
を備える。オーディオソース22は、たとえば、オーディオエンコーダ26によって符号化さ
れるべきキャプチャされたオーディオデータを表す電気信号を生成するマイクロフォンを
備えてもよい。あるいは、オーディオソース22は、以前に記録されたオーディオデータを
記憶する記憶媒体、コンピュータ化されたシンセサイザのようなオーディオデータ生成器
、またはオーディオデータの任意の他のソースを備えてもよい。ビデオソース24は、ビデ
オエンコーダ28によって符号化されるべきビデオデータを生成するビデオカメラ、以前に
記録されたビデオデータで符号化された記憶媒体、コンピュータグラフィックスソースの
ようなビデオデータ生成ユニット、またはビデオデータの任意の他のソースを備えてもよ
い。コンテンツ作成デバイス20は、すべての例でブロードキャストソースデバイス60に必
ずしも通信可能に結合されるとは限らず、ブロードキャストソースデバイス60によって読
み取られる別個の媒体にマルチメディアコンテンツを記憶してもよい。
【００２６】
　生のオーディオデータおよびビデオデータは、アナログデータまたはデジタルデータを
含んでもよい。アナログデータは、オーディオエンコーダ26および/またはビデオエンコ
ーダ28によって符号化される前にデジタル化されてもよい。オーディオソース22は、話し
ている参加者から、その参加者が話している間にオーディオデータを取得する場合があり
、ビデオソース24は、話している参加者のビデオデータを同時に取得する場合がある。他
の例では、オーディオソース22は、記憶されたオーディオデータを含むコンピュータ可読
記憶媒体を備えてもよく、ビデオソース24は、記憶されたビデオデータを含むコンピュー
タ可読記憶媒体を備えてもよい。このようにして、本開示において説明する技法は、ライ
ブオーディオデータおよびビデオデータ、ストリーミングオーディオデータおよびビデオ
データ、リアルタイムオーディオデータおよびビデオデータに適用されてもよく、あるい
は保管されたオーディオデータおよびビデオデータ、以前に記録されたオーディオデータ
およびビデオデータに適用されてもよい。
【００２７】
　ビデオフレームに対応するオーディオフレームは一般に、ビデオフレーム内に含められ
るビデオソース24によってキャプチャ(または、生成)されたビデオデータと同時に、オー
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ディオソース22によってキャプチャ(または、生成)されたオーディオデータを含むオーデ
ィオフレームである。たとえば、話している参加者が一般に話すことによってオーディオ
データを生成している間、オーディオソース22はオーディオデータをキャプチャし、ビデ
オソース24は同時に、すなわち、オーディオソース22がオーディオデータをキャプチャし
ている間に、話している参加者のビデオデータをキャプチャする。したがって、オーディ
オフレームは、1つまたは複数の特定のビデオフレームに時間的に対応する場合がある。
したがって、ビデオフレームに対応するオーディオフレームは一般に、オーディオデータ
およびビデオデータが同時にキャプチャされた状況に対応し、その状況に対して、オーデ
ィオフレームおよびビデオフレームがそれぞれ、同時にキャプチャされたオーディオデー
タおよびビデオデータを含む。
【００２８】
　いくつかの例では、オーディオエンコーダ26は、符号化された各オーディオフレームに
おいて、符号化されたオーディオフレームに関するオーディオデータが記録された時間を
表すタイムスタンプを符号化してもよく、同様に、ビデオエンコーダ28は、符号化された
各ビデオフレームにおいて、符号化されたビデオフレームに関するビデオデータが記録さ
れた時間を表すタイムスタンプを符号化してもよい。そのような例では、ビデオフレーム
に対応するオーディオフレームは、タイムスタンプを含むオーディオフレームおよび同じ
タイムスタンプを含むビデオフレームを含んでもよい。コンテンツ作成デバイス20は、オ
ーディオエンコーダ26および/またはビデオエンコーダ28がタイムスタンプを生成する場
合がある内部クロック、またはオーディオソース22およびビデオソース24がそれぞれオー
ディオデータおよびビデオデータをタイムスタンプと関連付けるために使用する場合があ
る内部クロックを含んでもよい。
【００２９】
　いくつかの例では、オーディオソース22は、オーディオデータが記録された時間に相当
するデータをオーディオエンコーダ26に送ってもよく、ビデオソース24は、ビデオデータ
が記録された時間に相当するデータをビデオエンコーダ28に送ってもよい。いくつかの例
では、オーディオエンコーダ26は、符号化されたオーディオデータにおいて、符号化され
たオーディオデータの相対的な時間順序を示すために、オーディオデータが記録された絶
対的な時間を必ずしも示すとは限らないが、シーケンス識別子を符号化してもよく、同様
に、ビデオエンコーダ28も、符号化されたビデオデータの相対的な時間順序を示すために
シーケンス識別子を使用してもよい。同様に、いくつかの例では、シーケンス識別子がタ
イムスタンプとともにマップされるか、あるいはタイムスタンプと相関することがある。
【００３０】
　オーディオエンコーダ26は一般に、符号化されたオーディオデータのストリームを生成
する一方、ビデオエンコーダ28は、符号化されたビデオデータのストリームを生成する。
データの個別の各ストリーム(オーディオかビデオかにかかわらず)は、エレメンタリスト
リームと呼ばれることがある。エレメンタリストリームは、表現の、デジタル的にコーデ
ィングされた(場合によっては、圧縮された)単一の構成要素である。たとえば、表現のコ
ーディングされたビデオまたはオーディオの部分は、エレメンタリストリームであっても
よい。エレメンタリストリームは、ビデオファイル内にカプセル化される前に、パケット
化されたエレメンタリストリーム(PES:packetized elementary stream)に変換され得る。
同じ表現内で、ストリームIDが、あるエレメンタリストリームに属するPESパケットを他
のエレメンタリストリームに属するPESパケットと区別するために使用され得る。エレメ
ンタリストリームのデータの基本単位は、パケット化されたエレメンタリストリーム(PES
)パケットである。したがって、コーディングされたビデオデータは一般に、エレメンタ
リビデオストリームに対応する。同様に、オーディオデータは、1つまたは複数のそれぞ
れのエレメンタリストリームに対応する。
【００３１】
　図1の例では、コンテンツ作成デバイス20のカプセル化ユニット30は、ビデオエンコー
ダ28からのコーディングされたビデオデータを含むエレメンタリストリームと、オーディ
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オエンコーダ26からのコーディングされたオーディオデータを含むエレメンタリストリー
ムとを受信する。いくつかの例では、ビデオエンコーダ28およびオーディオエンコーダ26
は各々、符号化されたデータからPESパケットを形成するためのパケタイザを含む場合が
ある。他の例では、ビデオエンコーダ28およびオーディオエンコーダ26の各々は、符号化
されたデータからPESパケットを形成するためのそれぞれのパケタイザとインターフェー
スをとる場合がある。さらに他の例では、カプセル化ユニット30は、符号化されたオーデ
ィオデータおよび符号化されたビデオデータからPESパケットを形成するためのパケタイ
ザを含む場合がある。
【００３２】
　ビデオエンコーダ28は、種々の方法でマルチメディアコンテンツのビデオデータを符号
化して、様々なビットレートであり、かつ/あるいは、ピクセル解像度、フレームレート
、様々なコーディング規格に対する準拠、様々なコーディング規格のための様々なプロフ
ァイルおよび/もしくはプロファイルのレベルに対する準拠、1つもしくは複数のビューを
有する表現(たとえば、2次元または3次元の再生用)、または他のそのような特性などの、
様々な特性を有するマルチメディアコンテンツの様々な表現を生成してもよい。本開示に
おいて使用される表現は、オーディオデータ、ビデオデータ、(たとえば、クローズドキ
ャプション用の)テキストデータ、または他のそのようなデータのうちの1つを含んでもよ
い。この表現は、オーディオエレメンタリストリームまたはビデオエレメンタリストリー
ムなどのエレメンタリストリームを含んでもよい。各PESパケットは、PESパケットが属す
るエレメンタリストリームを特定するstream_idを含んでもよい。カプセル化ユニット30
は、様々な表現のビデオファイル(たとえば、セグメント)へとエレメンタリストリームを
アセンブルする役割を担う。
【００３３】
　カプセル化ユニット30は、オーディオエンコーダ26およびビデオエンコーダ28からの表
現のエレメンタリストリームのためのPESパケットを受信し、PESパケットから対応するネ
ットワーク抽象化層(NAL)ユニットを形成する。加えて、カプセル化ユニット30は、表現
の特性を記述するメディアプレゼンテーション記述(MPD)などのマニフェストファイルを
形成してもよい。カプセル化ユニット30は、拡張可能マークアップ言語(XML)に従ってMPD
をフォーマットすることができる。
【００３４】
　カプセル化ユニット30は、マニフェストファイル(たとえば、MPD)とともに、マルチメ
ディアコンテンツの1つまたは複数の表現のためのデータを出力インターフェース32に与
えてもよい。出力インターフェース32は、ユニバーサルシリアルバス(USB)インターフェ
ースのような記憶媒体への書込みのためのネットワークインターフェースもしくはインタ
ーフェース、CDもしくはDVDのライターまたはバーナー、磁気記憶媒体もしくはフラッシ
ュ記憶媒体へのインターフェース、または、メディアデータを記憶もしくは送信するため
の他のインターフェースを含んでもよい。カプセル化ユニット30は、マルチメディアコン
テンツの表現の各々のデータを出力インターフェース32に与えてもよく、出力インターフ
ェース32は、ネットワーク送信媒体または記憶媒体を介してブロードキャストソースデバ
イス60にデータを送ってもよい。図1の例では、ブロードキャストソースデバイス60は、
それぞれのマニフェストファイル66と1つまたは複数の表現68A～68N(表現68)とをそれぞ
れが含む様々なマルチメディアコンテンツ64を記憶する記憶媒体62を含む。いくつかの例
では、出力インターフェース32はブロードキャストユニット74にデータを直接送ってもよ
い。
【００３５】
　いくつかの例では、表現68は、適応セットへと分割されてもよい。すなわち、表現68の
様々なサブセットは、コーデック、プロファイルおよびレベル、解像度、ビューの数、セ
グメントのファイルフォーマット、たとえば話者による、復号され提示されるべき表現お
よび/またはオーディオデータとともに表示されるべきテキストの言語または他の特性を
識別する場合があるテキストタイプ情報、カメラの角度または適応セット内の表現のシー
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ンの現実世界のカメラの視野を表す場合があるカメラ角度情報、特定の視聴者に対するコ
ンテンツの適切性を表すレーティング情報のような、特性のそれぞれの共通のセットを含
んでもよい。
【００３６】
　マニフェストファイル66は、特定の適応セットに対応する表現68のサブセットを示すデ
ータ、ならびに適応セットの共通の特性を含んでもよい。マニフェストファイル66はまた
、適応セットの個々の表現のための、ビットレートのような個々の特性を表すデータを含
んでもよい。このようにして、適応セットは、簡略化されたネットワーク帯域幅適応を可
能にする場合がある。適応セット内の表現は、マニフェストファイル66の適応セット要素
の子要素を使用して示されてもよい。
【００３７】
　ブロードキャストソースデバイス60は出力インターフェース72を含む。ブロードキャス
トソースデバイス60は、出力インターフェース72を介してブロードキャストユニット74に
マルチメディアコンテンツを供給する。
【００３８】
　図1の例に示すように、マルチメディアコンテンツ64は、メディアプレゼンテーション
記述(MPD)に対応する場合があるマニフェストファイル66を含む。マニフェストファイル6
6は、様々な代替の表現68(たとえば、それぞれに異なる品質を有するビデオサービス)の
記述を含んでもよく、この記述は、たとえば、コーデック情報、プロファイル値、レベル
値、ビットレート、および表現68の他の記述的特性を含んでもよい。クライアントデバイ
ス40は、メディアプレゼンテーションMPDを取り出し、表現68のセグメントにどのように
アクセスするかを判定してもよい。
【００３９】
　特に、受信ユニット52は、OTAブロードキャストミドルウェアユニットとメディアプレ
ーヤクライアントの両方を含んでもよい。OTAブロードキャストミドルウェアユニットは
メディアプレーヤクライアント用のプロキシサーバとして働いてもよく、このプロキシサ
ーバは、たとえば動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)に従って、ネットワークプ
ロトコルを介してメディアデータを取り出すように構成されてもよい。すなわち、メディ
アクライアントはDASHクライアントを備えてもよい。したがって、メディアクライアント
は、ビデオデコーダ48の復号能力とビデオ出力44のレンダリング能力とを判定するために
、クライアントデバイス40の構成データ(図示せず)を取り出してもよい。構成データはま
た、クライアントデバイス40のユーザによって選択される言語の選好、クライアントデバ
イス40のユーザによって設定される深度の選好に対応する1つまたは複数のカメラ視野、
および/または、クライアントデバイス40のユーザによって選択されるレーティングの選
好のいずれかまたはすべてを含んでもよい。メディアクライアントは、HTTP GET要求およ
び部分GET要求をOTAブロードキャストミドルウェアユニットにサブミットするように構成
されてもよい。受信ユニット52のいくつかの態様は、クライアントデバイス40の1つまた
は複数のプロセッサまたは処理ユニット(図示せず)によって実行されるソフトウェア命令
として実装されてもよい。すなわち、受信ユニット52に関して説明した機能の部分は、ハ
ードウェアとして実装されてもよく、あるいはハードウェア、ソフトウェア、および/ま
たはファームウェアの組合せとして実装されてもよく、この場合、必要なハードウェアは
、ソフトウェアまたはファームウェアのための命令を実行するために設けられてもよい。
【００４０】
　受信ユニット52のメディアプレーヤクライアントは、クライアントデバイス40の復号能
力およびレンダリング能力を、マニフェストファイル66の情報によって示される表現68の
特性と比較してもよい。メディアプレーヤクライアントは、最初に、マニフェストファイ
ル66の少なくとも一部分を取り出して、表現68の特性を判定してもよい。たとえば、メデ
ィアプレーヤクライアントは、1つまたは複数の適応セットの特性を記述するマニフェス
トファイル66の部分を要求する場合がある。メディアプレーヤクライアントは、クライア
ントデバイス40のコーディング能力およびレンダリング能力によって満たすことのできる
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特性を有する表現68のサブセット(たとえば、適応セット)を選択してもよい。メディアプ
レーヤクライアントは、次いで、適応セット内の表現に対するビットレートを判定し、ネ
ットワーク帯域幅の現在利用可能な量を判定し、ネットワーク帯域幅によって満たすこと
のできるビットレートを有する表現のうちの1つからセグメントを取り出してもよい。
【００４１】
　上述のように、受信ユニット52は、OTAブロードキャストミドルウェアユニットを含ん
でもよい。OTAブロードキャストミドルウェアユニットは、たとえばATSCに従ってOTAブロ
ードキャスト信号を受信するように構成されてもよい。さらに、OTAブロードキャストミ
ドルウェアユニットは、受信されたメディアデータをローカルにキャッシュし、受信ユニ
ット52のメディアプレーヤクライアントからのデータに関するネットワーク要求に応答す
るネットワークプロキシサーバを実装してもよい。
【００４２】
　受信ユニット52は、受信されたセグメントをカプセル化解除ユニット50に供給する。カ
プセル化解除ユニット50は、ビデオファイルの要素を、構成要素であるPESストリームへ
とカプセル化解除し、PESストリームをパケット化解除して符号化されたデータを取り出
し、たとえば、ストリームのPESパケットヘッダによって示されるように、符号化された
データがオーディオストリームの一部であるかビデオストリームの一部であるかに応じて
、符号化されたデータをオーディオデコーダ46またはビデオデコーダ48のいずれかに送っ
てもよい。オーディオデコーダ46は、符号化されたオーディオデータを復号し、復号した
オーディオデータをオーディオ出力42に送り、一方でビデオデコーダ48は、符号化された
ビデオデータを復号し、ストリームの複数のビューを含む場合がある復号されたビデオデ
ータを、ビデオ出力44に送る。
【００４３】
　ビデオエンコーダ28、ビデオデコーダ48、オーディオエンコーダ26、オーディオデコー
ダ46、カプセル化ユニット30、受信ユニット52、およびカプセル化解除ユニット50の各々
は、必要に応じて、1つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)
、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、個別の
論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せ
など、様々な適切な処理回路のいずれかとして実装されてもよい。ビデオエンコーダ28お
よびビデオデコーダ48の各々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダに含まれて
もよく、これらのいずれもが、複合ビデオエンコーダ/デコーダ(コーデック)の一部とし
て統合されてもよい。同様に、オーディオエンコーダ26およびオーディオデコーダ46の各
々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダに含まれてもよく、これらのいずれも
が、複合コーデックの一部として統合されてもよい。ビデオエンコーダ28、ビデオデコー
ダ48、オーディオエンコーダ26、オーディオデコーダ46、カプセル化ユニット30、受信ユ
ニット52、および/またはカプセル化解除ユニット50を含む装置は、集積回路、マイクロ
プロセッサ、および/またはセルラー電話のようなワイヤレス通信デバイスを含んでもよ
い。
【００４４】
　クライアントデバイス40、ブロードキャストソースデバイス60、および/またはコンテ
ンツ作成デバイス20は、本開示の技法に従って動作するように構成されてもよい。例とし
て、本開示は、クライアントデバイス40およびブロードキャストソースデバイス60に関す
るこれらの技法について説明する。しかしながら、コンテンツ作成デバイス20は、ブロー
ドキャストソースデバイス60の代わりに(または、ブロードキャストソースデバイス60に
加えて)これらの技法を実行するように構成されてもよいことを理解されたい。
【００４５】
　カプセル化ユニット30は、NALユニットが属するプログラム、ならびにペイロード、た
とえばオーディオデータ、ビデオデータ、またはNALユニットが対応するトランスポート
またはプログラムストリームを記述するデータを特定するヘッダを含むNALユニットを形
成してもよい。たとえば、H.264/AVCにおいて、NALユニットは、1バイトのヘッダおよび
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可変サイズのペイロードを含む。そのペイロード内にビデオデータを含むNALユニットは
、ビデオデータの様々な粒度レベルを含み得る。たとえば、NALユニットは、ビデオデー
タのブロック、複数のブロック、ビデオデータのスライス、またはビデオデータの全ピク
チャを含んでもよい。カプセル化ユニット30は、ビデオエンコーダ28からの符号化ビデオ
データをエレメンタリストリームのPESパケットの形で受信することができる。カプセル
化ユニット30は、各エレメンタリストリームを対応するプログラムと関連付けることがで
きる。
【００４６】
　カプセル化ユニット30はまた、複数のNALユニットからアクセスユニットをアセンブル
してもよい。一般に、アクセスユニットは、ビデオデータのフレーム、ならびにそのよう
なオーディオデータが利用可能であるときにそのフレームに対応するオーディオデータを
表すために1つまたは複数のNALユニットを含んでもよい。アクセスユニットは、一般に、
1つの出力時間インスタンスに対するすべてのNALユニット、たとえば1つの時間インスタ
ンスに対するすべてのオーディオデータおよびビデオデータを含む。たとえば、各ビュー
が毎秒20フレーム(fps)のフレームレートを有する場合、各時間インスタンスは、0.05秒
の時間間隔に対応する場合がある。この時間間隔の間、同じアクセスユニット(同じ時間
インスタンス)のすべてのビューに対する特定のフレームは、同時にレンダリングされて
もよい。一例では、アクセスユニットは、コーディングされた一次ピクチャとして提示さ
れる場合がある、1つの時間インスタンス内のコーディングされたピクチャを含んでもよ
い。
【００４７】
　したがって、アクセスユニットは、共通の時間インスタンスのすべてのオーディオフレ
ームおよびビデオフレーム、たとえば時間Xに対応するすべてのビューを含んでもよい。
本開示はまた、特定のビューの符号化されたピクチャを「ビュー構成要素」と呼ぶ。すな
わち、ビュー構成要素は、特定の時間における特定のビューに対する符号化されたピクチ
ャ(または、フレーム)を含んでもよい。したがって、アクセスユニットは、共通の時間イ
ンスタンスのすべてのビュー構成要素を含むものとして定義されてもよい。アクセスユニ
ットの復号順序は、必ずしも出力または表示の順序と同じである必要はない。
【００４８】
　メディアプレゼンテーションは、それぞれに異なる代替表現(たとえば、それぞれに異
なる品質を有するビデオサービス)の記述を含む場合があるメディアプレゼンテーション
記述(MPD)を含んでもよく、記述は、たとえば、コーデック情報、プロファイル値、およ
びレベル値を含んでもよい。MPDは、マニフェストファイル66など、マニフェストファイ
ルの一例である。クライアントデバイス40は、メディアプレゼンテーションのMPDを取り
出して、様々なプレゼンテーションの動画フラグメントにどのようにアクセスするかを判
定してもよい。動画フラグメントは、ビデオファイルの動画フラグメントボックス(ムー
フボックス(moof box))内に配置されてもよい。
【００４９】
　マニフェストファイル66(たとえば、MPDを含んでもよい)は、表現68のセグメントの利
用可能性を通知してもよい。すなわち、MPDは、表現68のうちの1つの第1のセグメントが
利用可能になる壁時計時間を示す情報、ならびに表現68内のセグメントの持続時間を示す
情報を含んでもよい。このようにして、クライアントデバイス40の受信ユニット52は、開
始時間ならびに特定のセグメントに先行するセグメントの持続時間に基づいて、各セグメ
ントがいつ利用可能になるかを判定してもよい。
【００５０】
　カプセル化ユニット30が、受信されたデータに基づいてNALユニットおよび/またはアク
セスユニットをビデオファイルにアセンブルした後、カプセル化ユニット30は、ビデオフ
ァイルを出力できるように出力インターフェース32に渡す。いくつかの例では、カプセル
化ユニット30は、ビデオファイルを直接クライアントデバイス40に送るのではなく、ビデ
オファイルをローカルに記憶してもよく、あるいはビデオファイルを、出力インターフェ
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ース32を介してブロードキャストソースデバイス60などのリモートソースに送ってもよい
。出力インターフェース32は、たとえば、送信機、トランシーバ、たとえばオプティカル
ドライブ、磁気媒体ドライブ(たとえば、フロッピードライブ)などのコンピュータ可読媒
体にデータを書き込むためのデバイス、ユニバーサルシリアルバス(USB)ポート、ネット
ワークインターフェース、または他の出力インターフェースを含んでもよい。出力インタ
ーフェース32は、たとえば、送信信号、磁気媒体、光学媒体、メモリ、フラッシュドライ
ブ、または他のコンピュータ可読媒体など、コンピュータ可読媒体34にビデオファイルを
出力する。
【００５１】
　受信ユニット52は、ブロードキャストユニット74から受信されたブロードキャスト信号
からNALユニットまたはアクセスユニットを抽出し、NALユニットまたはアクセスユニット
を受信ユニット52に供給し、受信ユニット52はNALユニットをカプセル化解除ユニット50
に配信してもよい。カプセル化解除ユニット50は、ビデオファイルの要素を、構成要素で
あるPESストリームへとカプセル化解除し、PESストリームをパケット化解除して符号化さ
れたデータを取り出し、たとえば、ストリームのPESパケットヘッダによって示されるよ
うに、符号化されたデータがオーディオストリームの一部であるかビデオストリームの一
部であるかに応じて、符号化されたデータをオーディオデコーダ46またはビデオデコーダ
48のいずれかに送ってもよい。オーディオデコーダ46は、符号化されたオーディオデータ
を復号し、復号したオーディオデータをオーディオ出力42に送り、一方でビデオデコーダ
48は、符号化されたビデオデータを復号し、ストリームの複数のビューを含む場合がある
復号されたビデオデータを、ビデオ出力44に送る。
【００５２】
　図1には明示的に示されていないが、クライアントデバイス40はメディアアプリケーシ
ョンをさらに含んでもよい。メディアアプリケーションは、および/あるいはオーディオ
デコーダ46、ビデオデコーダ48、カプセル化解除ユニット50、および/または受信ユニッ
ト52のいずれかの機能のすべてを実行してもあるいは一部を実行してもよい。たとえば、
メディアアプリケーションは、受信ユニット52の一部を形成してもあるいは受信ユニット
52から分離されてもよい。メディアアプリケーションは、上述の機能に加えて、クライア
ントデバイス40に、グラフィカルユーザインターフェース(GUI)などのユーザインターフ
ェースをユーザに対して提示させ、映画またはその他のプログラムコンテンツなどのマル
チメディアデータの選択を可能にしてもよい。メディアアプリケーションは、選択された
コンテンツを受信ユニット52に対して表示し、上述のように、受信ユニット52に、選択さ
れたプログラムコンテンツのメディアデータを受信させてもよい。メディアアプリケーシ
ョンはスタンドアロンソフトウェアであってもよい。
【００５３】
　さらに、本開示の技法によれば、受信ユニット52は、対応するメディアデータに対して
アウトオブバンドでオブジェクト/ファイル記述子(たとえば、ファイル配信テーブル(FDT
)または実質的に同様のデータ)を受信してもよい。FDTは、tools.ietf.org/html/rfc6726
において利用可能な、Pailaら、「FLUTE-File Delivery over Unidirectional Transport
」、Internet Engineering Task Force、RFC6726、2012年11月に準拠してもよい。追加ま
たは代替として、受信ユニット52は、同じメディアコンテンツに関係する複数のセッショ
ンに関する集約セッション記述情報を含む単一のフラグメント(たとえば、LSIDフラグメ
ント)を受信してもよい。同様に、出力インターフェース32、72は、オブジェクト/ファイ
ル記述子をアウトオブバンドで送り、ならびに/あるいは複数のセッションに関する集約
セッション記述情報含む単一のフラグメントを送るように構成されてもよい。これらおよ
び他の技法について、たとえば、以下の図4～図15に関して、より詳細に説明する。
【００５４】
　図2は、図1の受信ユニット52の構成要素の例示的なセットをより詳細に示すブロック図
である。この例では、受信ユニット52は、OTAミドルウェアユニット100と、DASHクライア
ント110と、メディアアプリケーション112とを含む。
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【００５５】
　OTAミドルウェアユニット100は、OTAブロードキャスト受信ユニット106と、キャッシュ
104と、プロキシサーバ102とをさらに含む。この例では、OTAブロードキャスト受信ユニ
ット106は、OTAブロードキャストを介し、たとえば、新型テレビジョンシステム委員会(A
TSC)ブロードキャストを介してデータを受信するように構成される。すなわち、OTAブロ
ードキャスト受信ユニット106は、たとえば、ブロードキャストソースデバイス60からの
ブロードキャストを介してファイルを受信してもよい。
【００５６】
　OTAミドルウェアユニット100は、ファイルに関するデータを受信すると、受信したデー
タをキャッシュ104内に記憶してもよい。キャッシュ104は、フラッシュメモリ、ハードデ
ィスク、RAM、または任意の他の適切な記憶媒体など、コンピュータ可読記憶媒体を含ん
でもよい。
【００５７】
　プロキシサーバ102は、DASHクライアント110に関するプロキシサーバとして機能しても
よい。たとえば、プロキシサーバ102は、MPDファイルまたは他のマニフェストファイルを
DASHクライアント110に供給してもよい。プロキシサーバ102は、MPDファイル内、ならび
にセグメントを取り出すことができるハイパーリンク内のセグメントに関する利用可能性
時間を通知してもよい。これらのハイパーリンクは、クライアントデバイス40に対応する
ローカルホストアドレスプレフィックス(たとえば、IPv4に関する127.0.0.1)を含み得る
。このようにして、DASHクライアント110は、HTTP GET要求または部分GET要求を使用して
、プロキシサーバ102にセグメントを要求してもよい。たとえば、リンクhttp://127.0.0.
1/rep1/seg3から利用可能なセグメントに関して、DASHクライアント110は、http://127.0
.0.1/rep1/seg3に関する要求を含むHTTP GET要求を作成し、その要求をプロキシサーバ10
2にサブミットしてもよい。プロキシサーバ102は、キャッシュ104から要求されたデータ
を取り出し、そのような要求に応答して、そのデータをDASHクライアント110に与えても
よい。
【００５８】
　DASHクライアント110は、セグメントを受信した後、セグメントのデータをメディアア
プリケーション112に渡してもよい。DASHクライアント110は、たとえば、メディアデータ
のセグメントからの抽出、および/またはメディアアプリケーション112によって使用でき
ないデータの破棄を行うようにセグメントを処理してもよい。いくつかの例では、DASHク
ライアント110は、ウェブブラウザの拡張機能として実装されてもよく、メディアアプリ
ケーション112は、ビデオおよび/または音楽再生アプリケーションとして実装されてもよ
い。
【００５９】
　本開示の技法によれば、以下においてより詳細に説明するように、OTAブロードキャス
ト受信ユニット106は、OTAブロードキャストの一部として共通メディアコンテンツに関係
するメディアデータをトランスポートする複数のセッションに関する集約セッション記述
データを受信してもよい。OTAブロードキャスト受信ユニット106は、集約セッション記述
データに基づいてOTAブロードキャストからメディアデータを抽出し、抽出されたメディ
アデータをキャッシュ104に記憶してもよい。OTAブロードキャスト受信ユニット106は、
たとえば、DASHクライアント110および/またはメディアアプリケーション112に有用なメ
ディアデータのサブセットを抽出してもよい。たとえば、クライアントデバイス40に関す
る構成データが、クライアントデバイスが3次元(3D)ビデオデータを表示できないことを
示す場合、OTAブロードキャスト受信ユニット106は、OTAブロードキャストから3Dビデオ
データを抽出することを避け、その代わりに、OTAブロードキャストから2次元ビデオデー
タを抽出してもよい。
【００６０】
　図3は、例示的なマルチメディアコンテンツ120の要素を示す概念図である。マルチメデ
ィアコンテンツ120は、マルチメディアコンテンツ64(図1)、またはメモリ62に記憶された
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別のマルチメディアコンテンツに対応する場合がある。図3の例では、マルチメディアコ
ンテンツ120は、メディアプレゼンテーション記述(MPD)124と複数の表現130～140とを含
む。表現130は、オプションのヘッダデータ132およびセグメント134A～134N(セグメント1
34)を含み、一方で表現140は、オプションのヘッダデータ142およびセグメント144A～144
N(セグメント144)を含む。文字Nが、便宜的に、表現130、140の各々の最後の動画フラグ
メントを指定するために使用される。いくつかの例では、表現130、140の間に、様々な数
の動画フラグメントが存在してもよい。
【００６１】
　MPD124は、表現130～140とは別個のデータ構造を含んでもよい。MPD124は、図1のマニ
フェストファイル66に対応する場合がある。同様に、表現130～140は、図1の表現68に対
応する場合がある。一般に、MPD124は、コーディング特性およびレンダリング特性、適応
セット、MPD124が対応するプロファイル、テキストタイプ情報、カメラ角度情報、レーテ
ィング情報、トリックモード情報(たとえば、時間的なサブシーケンスを含む表現を示す
情報)、および/またはリモート周期を検索するための情報(たとえば、再生中のメディア
コンテンツへのターゲット広告の挿入)のような、表現130～140の特性を一般に表すデー
タを含んでもよい。
【００６２】
　ヘッダデータ132は、存在する場合、セグメント134の特性、たとえば、ランダムアクセ
スポイント(RAP、ストリームアクセスポイント(SAP)とも呼ばれる)の時間ロケーション、
セグメント134のいずれがランダムアクセスポイントを含むか、セグメント134内のランダ
ムアクセスポイントに対するバイトオフセット、セグメント134のユニフォームリソース
ロケータ(URL)、またはセグメント134の他の側面を記述してもよい。ヘッダデータ142は
、存在する場合、セグメント144の同様の特性を記述してもよい。追加または代替として
、そのような特性はMPD124内に完全に含められてもよい。
【００６３】
　セグメント134、144は、コーディングされた1つまたは複数のビデオサンプルを含み、
ビデオサンプルの各々が、ビデオデータのフレームまたはスライスを含んでもよい。セグ
メント134のコーディングされたビデオサンプルの各々は、同様の特性、たとえば、高さ
、幅、および帯域幅要件を有し得る。そのような特性は、MPD124のデータによって記述さ
れてもよいが、そのようなデータは図3の例には示されていない。MPD124は、本開示にお
いて説明するシグナリングされた情報のいずれかまたはすべてとともに、3GPP仕様に記載
されたような特性を含んでもよい。
【００６４】
　セグメント134、144の各々は、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)と関連付け
られてもよい。したがって、セグメント134、144の各々は、DASHのようなストリーミング
ネットワークプロトコルを使用して、別個に取出し可能であってもよい。このようにして
、クライアントデバイス40のような宛先デバイスは、HTTP GET要求を使用して、セグメン
ト134または144を取り出してもよい。いくつかの例では、受信ユニット52のメディアプレ
ーヤクライアントは、HTTP部分GET要求を使用して、セグメント134または144の特定のバ
イト範囲を取り出してもよい。
【００６５】
　本開示の技法によれば、MPD124のデータは、いくつかの例では、複数のセッションに関
する集約セッション記述データに含められてもよく、集約セッション記述データは、複数
のセッションのメディアデータに対してアウトオブバンドで送られてもよい。代替的に、
MPD124のデータがセッションとともにインバンドで送られてもよい。複数のセッションの
各々は、それぞれの表現130～140に関するメディアデータを含んでもよい。
【００６６】
　図4は、たとえば、複数のマルチキャストIP通信チャネル/セッションを介して配信され
る、サービスのバンドルに与えられるシグナリングメタデータを表す例示的な構成要素結
合図を示すブロック図である。図4は、図5との比較対照を目的として示されている。図4
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に表されているデータは一般に、従来の技法を使用して複数のチャネル/セッションに関
して送信される。すなわち、セッションごとに、図4の技法に従ってセッション記述が送
られる。図4は、例示的なマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS
)データモデルを表す。
【００６７】
　図5は、本開示の技法に従って、ブロードキャストソースデバイス60およびクライアン
トデバイス40から配信されるサービスのバンドルに関するシグナリングメタデータを表す
例示的な構成要素結合図を示すブロック図である。図5は、サービスレイヤシグナリング(
SLS)データモデルを表す。図5に示されているように、図4示されているようにセッション
ごとに別々に複数のセッション記述(たとえば、セッション記述プロトコル(SDP)データ)
を送るのではなく、単一階層化コーディングトランスポート(LCT)セッションインスタン
ス記述(LSID)フラグメント150が複数のセッションに関して送信される。LSIDフラグメン
ト150は、複数のセッションの各々に関するデータを含む。LSIDフラグメント150は、本開
示の技法に従って複数のセッションに関する集約セッション記述データの例を表す。
【００６８】
　metadataEnvelope.item@metadataURIによって識別されることがあるLSIDフラグメント1
50を参照するuserServiceDescription@lsidURI属性が与えられる場合がある。
【００６９】
　MPDおよび初期化セグメント(IS)は対応するメディアデータとインバンドで配信される
ので、mediaPresentationDescriptionならびに関連するオブジェクトメディアプレゼンテ
ーション記述および初期化セグメント記述はオプションである。しかしながら、本開示の
技法によれば、LSIDは、ブロードキャストユニット74によってメディアデータからアウト
オブバンドでクライアントデバイス40に配信されてもよい。
【００７０】
　上述のように、LSIDフラグメント150は、複数のセッションを記述するデータを含んで
もよい。たとえば、様々なセッションの各々は、ビデオデータ、オーディオデータ、時限
テキストデータなどを含む場合がある対応するエレメンタリストリームのデータを配信し
てもよい。
【００７１】
　このようにして、LSIDフラグメント150は、図4に示すように、所与のユーザサービスに
関するセッション記述フラグメントを交換してもよい。セッション記述フラグメントは、
図4に示すようにdeliveryMethodインスタンスによって参照される場合がある。LSIDフラ
グメント150は、対応するサービスに属するすべてのROUTE/LCTセッションに関する集約さ
れたSDP情報を含んでもよい。deliveryMethod要素は、子要素bcAppSvcおよびucAppSvcに
関して保持され、これらの子要素のbasePattern(s)は、要求された表現のトランスポート
モードを(表現のセグメントURLによって)判定するのに使用されてもよい。
【００７２】
　LSIDフラグメント150は、ユーザにとって重要なサービスに関してDASHクライアントに
よって選択される表現を伝送するLCTセッション(およびそのセッションパラメータ)を明
確に識別するために表現IDなどの、ソースフローごとの適切なApplicationIdentifier値
を含んでもよい。MPDが、メタデータフラグメントとして(たとえば、集約セッション記述
データ内において)伝送されるかそれともメディアセグメントとインバンドで配信される
かにかかわらず、LSIDとMPDとの間に1対1の関連付けがあってもよい。
【００７３】
　関連配信プロシージャ記述(ADPD)とLSIDフラグメント150との間の論理関連付けは次の
ように行われてもよい。LSIDごとに、LSIDによって記述されるLCTセッション上で伝送さ
れるコンテンツに関して、関連配信プロシージャ記述内に、ファイルリペア(FR)プロシー
ジャおよび受信報告(PR)プロシージャを記述する0個のADPD、1個のADPD、または複数のAD
PDが存在してもよい(LSIDによって記述されるLCTセッションのサブセットに別個のADPDが
適用される多重ケース)。したがって、LSIDからADPDへの1対0...N関係があってもよい。
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各ADPDインスタンスが1つまたは複数のLSIDインスタンスに適用されてもよく、したがっ
て、ADPDからLSIDへの1対1...N関係があってもよい。
【００７４】
　図5の例示的なSLSデータモデルは、図4のMBMSデータモデルとのいくつかの類似点を有
する。図5の例では、図4の例と同様に、ユーザサービスバンドル記述(USBD)フラグメント
は、利用可能なユーザサービスの発見に関するトップレベルメタデータフラグメントであ
り、サービス取得を可能にするために他のメタデータフラグメントを参照する。図5のデ
ータモデルはまた、多くの既存のユーザサービス記述(USD)フラグメント、たとえば、USB
D、ADPD、Schedule、ならびに場合によってはMPDおよび/またはISを再使用する。
【００７５】
　しかし、図5の例示的なSLSデータモデルと図4の例との間にはいくつかの違いがある。
たとえば、図5のSLSデータモデルはLSIDフラグメント150を導入し、LSIDフラグメント150
は、単一のユーザサービスのコンテンツ構成要素が配信されるすべてのALC/LCTセッショ
ンに関するコンテンツ、配信フォーマット、前方誤り訂正(FEC)機構、およびアクセス情
報を記述する。LSIDフラグメント150は、サービスの各LCTセッション上で伝送される配信
オブジェクト/オブジェクトフローへのアクセスを可能にするためのセッション情報を含
む。LSIDフラグメント150はまた、埋込みFDTパラメータを含むか、またはソースプロトコ
ルがファイルモードにおいて動作するときにFDTパラメータを参照する。LSIDフラグメン
ト150は、配信オブジェクトまたはオブジェクトフローの受信を識別し管理するための他
の情報を含んでもよい。
【００７６】
　さらに、図4の例のいくつかのフラグメントは、図5のSLSデータモデルから省略されて
いる。たとえば、セッション記述フラグメントが省略される。その代わりにセッション記
述フラグメントの機能がLSIDフラグメント150(ATSCへのROUTEサブミッションでは本来指
定されていない追加のパラメータを含む場合がある)に組み込まれる。FECリペアストリー
ム記述も省略される。その理由は、FECリペアストリーム記述の機能がLSIDによって実現
される場合があるからである。セキュリティ記述は、ATSC3.0には適用できず、他のOTAブ
ロードキャスト規格には適用できない場合がある。フィルタ記述は、基本サービスアクセ
スには必要とされないが、いくつかの例では、たとえば、個別化または要件のターゲッテ
ィングをサポートするために保持されてもよい。MPDおよび/またはISフラグメントも、メ
ディアセグメント自体とインバンドで配信される可能性が高いので、SLSデータモデルで
はオプションである場合がある。
【００７７】
　さらに、同等のUSDフラグメントに対するプロファイル/制約がある場合がある。たとえ
ば、ADPDは、ファイルリペア機能のみを含む場合があるが、受信報告機能も消費量報告機
能も含まない。
【００７８】
　LSIDフラグメント150が与えられた場合、(LSIDフラグメント150には存在しない場合が
ある)セッション開始時間および終了時間などのLCTセッションに関するいくつかのSDPパ
ラメータが保持されてもよい。複数のROUTEセッションにおいてサービス構成要素が伝送
される場合があるので、送信側IPアドレス、宛先IPアドレス、およびUDPポート番号が保
持される場合もある。LCTセッションの受信に必要なバッファサイズの割振りに関してSDP
帯域幅修飾子がレシーバに有用である場合があるので、SDP帯域幅修飾子を使用するデー
タ転送速度が保持される場合もある。そのようなデータは、LSIDフラグメント150または
別のフラグメントにおいて単独でシグナリングされるかあるいは任意の組合せとしてシグ
ナリングされてもよい。
【００７９】
　しかし、セッションにおけるチャネルの数は不要である(デフォルト値は1に等しい)。T
SIは、LSIDフラグメント150によって与えられる場合があるので不要である。プロトコルI
Dのデフォルト値はROUTE/UDPであるのでプロトコルIDを省略することが可能である。メデ
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ィアタイプおよびフォーマットリストは、MPDにおいて与えられる情報と重複し、したが
って、省略されてもよい。そのようなMBMS固有のデータがATSCなどのOTAブロードキャス
トとは無関係であるので、メディアごとのMBMSのモードは不要である。FEC機能および関
連パラメータは、LSIDフラグメント150においてシグナリングされ、したがって、省略さ
れてもよい。さらに、メディアデータごとのサービス言語は、MPDの@langパラメータと重
複するので省略されてもよい。
【００８０】
　図6A～図6Cは、LSIDフラグメント150に関する例示的なLSIDスキーマを示す概略図であ
る。以下のTable 1(表1)は、図6A～図6CのLSIDスキーマに従ってLSIDに含められる場合が
あるデータの一例である。
【００８１】
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【００８２】
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【表１Ｂ】

【００８３】
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【表１Ｃ】

【００８４】
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【表１Ｄ】

【００８５】
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【表１Ｅ】

【００８６】
凡例:
　属性に関して: M=必須、O=オプション、OD=デフォルト値についてはオプション、CM=条
件付きで必須。しかし、実施形態によっては、必要に応じて、上記の「M」または「CM」
が付された属性が省略されてもよいことが諒解されよう。
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　要素に関して: <minOccurs>…<maxOccurs> (N=無制限)
　　要素は太字であり、属性は太字以外であり、@の後に続く。
【００８７】
　LSIDフラグメント150は、図6A～図6Cの例に従って、Table 1(表1)のデータのうちのい
ずれかまたはすべてを含んでもよい。クライアントデバイス40の受信ユニット52のOTAブ
ロードキャスト受信ユニット106はLSIDフラグメント150を受信してもよい。したがって、
OTAブロードキャスト受信ユニット106は、対応するユーザサービス記述(USD)識別子要素
を参照する識別子要素と、複数のセッションに対応するブロードキャストストリームを識
別する1つまたは複数のブロードキャストストリーム識別子要素と、ブロードキャストス
トリームの送信側に関するIPアドレスを指定する1つまたは複数の送信側IPアドレス要素
と、ブロードキャストストリームの宛先に関するIPアドレスを指定する1つまたは複数の
宛先IPアドレス要素と、ブロードキャストストリームに関する宛先ポートを指定する1つ
または複数のポート要素と、ブロードキャストストリーム内の物理レイヤパケット(PLP)
に関する識別子を指定する1つまたは複数のPLP ID要素と、ブロードキャストストリーム
の関連するソースフローまたはリペアフローのトランスポートセッション識別子(TSI)を
指定する1つまたは複数のTSI要素と、複数のセッションに関する最高ビット転送速度を指
定する1つまたは複数の帯域幅要素と、複数のセッションに関する開始時間を指定する1つ
または複数の開始時間要素と、複数のセッションに関する終了時間を指定する1つまたは
複数の終了時間要素とを受信してもよい。
【００８８】
　同様に、OTAブロードキャスト受信ユニット106は、各々が複数のセッションに関するバ
イナリ値を有する1つまたは複数のリアルタイム要素と、複数のセッションのうちの1つの
セッションに関するリアルタイム要素が真の値を有するときに、複数のセッションのうち
のこのセッションのレシーバのトランスポートバッファに関するバッファサイズを記述す
る最小バッファサイズ要素とを受信することを含め、1つまたは複数のソースフロー要素
を受信してもよい。
【００８９】
　同様に、OTAブロードキャスト受信ユニット106は、複数のセッションのうちの1つに関
する拡張ファイル配信テーブル(EFDT)要素を受信してもよく、この受信は、EFDTに関する
識別子を指定する識別子要素と、EFDTのバージョンを指定するバージョン要素と、複数の
セッションのうちの1つにおけるオブジェクトに関する最長満了時間を指定するmaxExpire
sDelta要素と、EFDTによって記述される任意のオブジェクトの最大トランスポートサイズ
を指定するmaxTransportSize要素と、複数のセッションのうちの1つのセッションのファ
イルに関するファイルユニフォームリソースロケータ(URL)またはファイルテンプレート
を指定するファイルテンプレート要素とを受信することを含む場合がある。
【００９０】
　さらに、OTAブロードキャスト受信ユニット106は、ペイロード要素に使用されるコード
ポイント値を指定するコードポイント要素と、ペイロード要素に関するペイロードフォー
マットを指定する配信フォーマット識別子要素と、任意、特定用途向け(サンプルベース)
、または特定用途向け(ボックスの集合)を示す値を有するフラグメンテーション要素と、
任意、順序どおりの配信、またはメディアサンプルの順序どおりの配信およびムービーフ
ラグメントボックスの前を示す値を有する配信順序要素と、ソースFEC識別子要素が存在
せず、配信オブジェクト全体が対応するパケット内に含められること、ソースFECペイロ
ード識別子が32ビット値であり、配信オブジェクトに関する開始オフセットを表すこと、
またはFECパラメータ要素がソースFECペイロード識別子に関するフォーマットを定義する
ことのうちの1つを示す値を有するソース前方誤り訂正(FEC)ペイロード識別子要素とを受
信することを含め、ペイロード要素を受信してもよい。
【００９１】
　さらに、OTAブロードキャスト受信ユニット106は、ソースフロー内の任意のソースパケ
ットと対応するリペアフローとの間の最長配信遅延を指定する最長遅延要素、オーバーヘ
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ッドをパーセンテージ値として指定するオーバーヘッド要素、または必要なバッファサイ
ズを指定する最小バッファ要素を含む1つまたは複数の前方誤り訂正(FEC)パラメータと、
1つまたは複数のFECオブジェクト送信情報(FECOTI)要素と、リペアフロー要素に対応する
リペアフローによって保護されるソースフローを指定する保護オブジェクト要素とを受信
することを含め、リペアフロー要素を受信してもよい。
【００９２】
　図7は、ハイレベルサービスを発見しハイレベルサービスにアクセスするための例示的
なプロセスを示す流れ図である。詳細には、図7は、データの様々なレイヤと、データが
サービス発見を実行するように処理される場合がある一般的な順序とを示す。最初に(1)
、レシーバ(受信ユニット52など)が、下位レイヤシグナリング(LLS)ストリームから高速
の発見および取得を行うのに必要な基本的な情報を事前に記憶する。ユーザ対話(たとえ
ば、直接的な同調)が生じると、レシーバは、図7に示すLLS情報を使用することによって
サービスレイヤシグナリング(SLS)ストリームに同調し、次いでSLS(たとえば、ストリー
ミングサービスアクセスに関するUSBDフラグメント、LSIDフラグメント、MPDフラグメン
ト、およびScheduleフラグメント)を取得して適切なサービス構成要素を選択する(2)。レ
シーバは次いで、ROUTE/LCTセッション上のサービス構成要素ストリームに同調し、構成
要素ストリームのメディアデータを取得しレンダリングする(3)。下位レイヤシグナリン
グ(LLS)は、論理高速情報チャネル(FIC)およびサービス構成記述(SCD)データを含んでも
よく、これらのデータはまとまって、アクセス可能なすべてのアクセスとそのチャネル名
、チャネル番号などのリストを作成するためのレシーバによる高速チャネルスキャニング
を可能にし、レシーバがサービスごとにSLSを発見するためのブートストラップ情報を供
給する。
【００９３】
　図8～図10は、本開示の技法によるパイプモデルの例を示す概略図である。概して、図8
～図10では、様々な「パイプ」が他のパイプ内にカプセル化される。最上位レイヤのパイ
プはBroadcastStreamであり、これは無線周波数チャネルである。図8および図9では、単
一のBoadcastStreamが物理レイヤにおいてベースバンドパケット(PLP)ストリームをカプ
セル化する。図10では、複数のBroadcastStreamがそれぞれのストリームをカプセル化す
る。図8の例では、(共通IPアドレスを有する)サービスチャネル全体が単一のPLPストリー
ム内にカプセル化され、一方、図9の例では、サービスチャネルが複数のPLPストリームに
わたる。さらに、図10では、サービスチャネルが複数のPLPストリームおよびBroadcastSt
reamにわたってもよい。
【００９４】
　サービスチャネルは、論理ブロードキャストベアラとして、複数のLCTセッションを含
み、LCTセッションの各々が、連続的なメディアストリームを伝送し、たとえば、ビデオ
ストリーム、オーディオストリーム、および/または時限テキスト/クローズドキャプショ
ン(CC)ストリーム、あるいはテキストファイルまたは静止画像などの個別メディアのうち
の1つまたは複数を任意の組合せとして伝送してもよい。サービスチャネルにおけるLCTセ
ッションの1つは、(LSIDを含む)SLSメタデータフラグメントの配信専用になる。図8の例
では、メディアストリームのすべてが単一の物理レイヤパイプ(PLP)ストリーム内に含め
られ、図9の例では、様々なメディアストリームがそれぞれに異なるサービスチャネルの
一部として送信されてもよい。さらに、図10では、様々なメディアストリームが、複数の
PLPストリームおよび同様に複数のBroadcastStreamにわたる同じサービスチャネルの一部
として送信されてもよい。
【００９５】
　図8～図10の例ではまた、高速情報チャネル(FIC)データおよびサービス構成記述(SCD)
データがそれぞれ、BroadcastStreamおよびPLPストリーム内にカプセル化される。代替と
して、FICとSCDは(オプションで)、PLPストリーム内にまとめてカプセル化される。実装
形態は、これらのオプションのうちのいずれを利用してもよく、あるいはこのデータが他
の場所でカプセル化されてもよい。
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【００９６】
　図11は、図5のSLSデータモデルごとの詳細サービス発見プロセスの例を示すフロー制御
図である。最初に、受信ユニット52は、スキャニングフェーズにおいてFICデータを取得
し、FICデータを使用してLCTチャネルを識別し、サービスレイヤシグナリングデータ、す
なわち、オンエアストリームからの(tsi-0およびtoi-sls-bundle)データおよび対応するS
LSフラグメントを伝送するLCTチャネルおよびトランスポートオブジェクトを識別する(1)
。受信ユニット52は次いで、SLSフラグメントを使用してTSI(tsi-0) TOI(toi-sls-bundle
)を識別する(2)。受信ユニット52は次いで、ユーザサービス記述(USD)フラグメントにア
クセスし、次に関連するMPDフラグメント、LSIDフラグメント、およびScheduleフラグメ
ントにアクセスするために、SLSバンドルに関するデフォルトTSI(TSI=0)および事前に割
り振られたTOI値(TOI=「toi-sls-bundle」)上で伝送されるサービスシグナリングデータ
を取得する(3)。これらの表現に関するMPD整合識別子において識別されるビデオおよびオ
ーディオコンテンツの要求される表現に関する識別子はLSIDフラグメント150内に存在し
てもよい。したがって、受信ユニット52は、要求された表現に関するLSID情報を使用して
オンエアストリーム、たとえば、オーディオセグメントおよびビデオセグメント内の対応
するメディアデータを識別する(4)。
【００９７】
　したがって、受信ユニット52のOTAブロードキャスト受信ユニット106は、図11のプロセ
スを使用して要求されたメディアデータ(たとえば、ビデオ表現、オーディオ表現、およ
び/または時限テキスト/CC表現)を識別してもよい。OTAブロードキャスト受信ユニット10
6は、要求された表現のメディアデータを、後でDASHクライアント110からの要求に応答し
てプロキシサーバ102によって抽出できるようにキャッシュ104にキャッシュしてもよい。
【００９８】
　図12は、例示的なベアラモデルおよび識別情報を示す概念図である。「ブロードキャス
トストリーム」は、「トランスポートストリーム」または「RF-割振り」と実質的に同様
である。ブロードキャストストリーム(BS)は、「AreaID + FrequencyID」にマップされる
BSIDによって識別されてもよい。BSの一意性は、何らかの機関、たとえば、連邦通信委員
会(FCC)によって保証されていると仮定される。
【００９９】
　各物理レイヤパイプ(PLP)は、「MBMSベアラ」、すなわち、差別化されたサービス品質
パイプが得られるように一意の変調およびコーディング方式(MCS)が適用される論理ブロ
ードキャストチャネルリソースに類似している。PLPは、対応するBSの範囲内であるPLPID
によって識別されてもよい。
【０１００】
　図13は、図12のベアラモデルおよび識別情報の追加の詳細を示す概念図である。図13に
示すように、BSIDは「AreaID + FrequencyID」にマップされてもよい。PLPは、対応するB
Sの範囲内で一意である。
【０１０１】
　図14は、サービス/構成要素、ROUTEセッション/(LCT)トランスポートセッションモデル
および識別情報の例を示す概念図である。
【０１０２】
　図15は、アウトオブバンド集約セッション記述データを使用してオーバージエア(OTA)
ブロードキャストからメディアデータを取り出すための例示的な方法を示すフローチャー
トである。図15の方法については、図3のOTAブロードキャストミドルウェアユニット100
によって実施されるものとして説明する。しかしながら、他のデバイスがこの方法または
同様の方法を実行するように構成される場合があることを理解されたい。
【０１０３】
　この例では、OTAブロードキャストミドルウェアユニット100は、アウトオブバンド集約
セッション記述データを受信する(200)。集約セッション記述データは、たとえばそれぞ
れの複数の複数の表現に関するそれぞれのメディアデータをトランスポートする、たとえ
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ば複数のセッションの形をしたメディアデータのOTAブロードキャストに対して「アウト
オブバンド」である。言い換えれば、OTAブロードキャストミドルウェアユニット100は、
集約セッション記述データをOTAブロードキャストのメディアデータとは別に受信する。
集約セッション記述データは、LSIDフラグメントまたは同様の情報を含む他のデータユニ
ットに適合してもよい。たとえば、集約セッション記述データは上記のTable 1(表1)に適
合してもよい。さらに、集約セッション記述データは、複数のセッションに関するFLUTE
のFDTに類似しているが、公称FDTには含められない追加のファイル記述子を含む場合があ
るEFDTデータを含んでもよい。OTAブロードキャストミドルウェアユニット100は、メディ
アデータを含むOTAブロードキャストも受信する(202)。
【０１０４】
　OTAブロードキャストミドルウェアユニット100は、集約セッション記述データを使用し
て、受信されたOTAブロードキャストからメディアデータの少なくとも一部を抽出する(20
4)。たとえば、OTAブロードキャストミドルウェアユニット100は、図7に関して上記にお
いて説明したプロセスを使用してメディアデータを抽出してもよい。OTAブロードキャス
トミドルウェアユニット100は、たとえば、クライアントデバイス40および/またはユーザ
入力によってサポートされるコーディング特性および/またはレンダリング特性に基づい
て、メディアデータのすべてを抽出してもよく、あるいはクライアントデバイス40によっ
て使用することのできるメディアデータの部分のみを抽出してもよい。
【０１０５】
　OTAブロードキャストミドルウェアユニット100は、メディアデータを抽出した後、抽出
されたメディアデータをキャッシュ104にキャッシュしてもよい(206)。OTAブロードキャ
ストミドルウェアユニット100はその後、たとえばDASHクライアント110からメディアデー
タを求める要求を受信する場合がある(208)。OTAブロードキャストミドルウェアユニット
100は、要求に応答して、要求されたメディアデータをキャッシュ104から、たとえばDASH
クライアント110に配信してもよい(210)。図15には示されていないが、OTAブロードキャ
ストミドルウェアユニット100が、1つまたは複数のMPDなどの1つまたは複数のマニフェス
トファイルをDASHクライアント110にさらに配信してもよく、それによって、DASHクライ
アント110が、メディアデータを求める要求を作成してOTAブロードキャストミドルウェア
ユニット100にサブミットできることを理解されたい。さらに、DASHクライアント110は、
複数のそれぞれのセグメントのデータを取り出すためにOTAブロードキャストミドルウェ
アユニット100に複数の要求(たとえば、HTTP GET要求または部分GET要求)をサブミットし
てもよい。
【０１０６】
　このようにして、図15の方法は、OTAブロードキャストミドルウェアユニットによって
、複数のセッションに関する集約セッション記述データを受信することであって、セッシ
ョンの各々が、共通メディアコンテンツに関係するメディアデータをトランスポートし、
セッションの各々が、OTAブロードキャストの一部として送信される、受信することと、
集約セッション記述データに基づいてOTAブロードキャストからメディアデータの少なく
とも一部を抽出することとを含む方法の一例を表す。
【０１０７】
　1つまたは複数の例では、前述の機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、またはそれらの任意の組合せとして実装されてもよい。ソフトウェアとして実装され
る場合、機能は、1つもしくは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されてもよく、かつハードウェ
アに基づく処理ユニットによって実行されてもよい。コンピュータ可読媒体は、データ記
憶媒体などの有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、たとえば、通信プ
ロトコルに従って、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にす
る任意の媒体を含む通信媒体を含むことがある。このようにして、コンピュータ可読媒体
は、概して、(1)非一時的な有形コンピュータ可読記憶媒体、または(2)信号もしくは搬送
波などの通信媒体に対応する場合がある。データ記憶媒体は、本開示で説明した技法を実
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装するための命令、コード、および/またはデータ構造を取り出すために1つまたは複数の
コンピュータまたは1つまたは複数のプロセッサによってアクセスすることのできる任意
の利用可能な媒体であってよい。コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体
を含んでもよい。
【０１０８】
　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、RAM、ROM、EEPROM、
CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ス
トレージデバイス、フラッシュメモリ、または命令またはデータ構造の形式の所望のプロ
グラムコードを記憶するために使用できるとともに、コンピュータによってアクセスでき
る任意の他の媒体を備えることが可能である。また、いかなる接続も厳密にはコンピュー
タ可読媒体と呼ばれる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから命令が送信され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無
線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかしながら、
コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号、または他の一
時的な媒体を含まず、代わりに非一時的な有形記憶媒体を指すことを理解されたい。ディ
スク(disk)およびディスク(disc)は、本明細書で使用するとき、コンパクトディスク(dis
c)(CD)、レーザーディスク（登録商標）(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディ
スク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、
ディスク(disk)は、通常、データを磁気的に再生し、一方、ディスク(disc)は、データを
レーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲に含まれる
べきである。
【０１０９】
　命令は、1つまたは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)、汎用マイクロプロセッサ、特
定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブル論理アレイ(FPGA)、または他の等
価の集積論理回路もしくは離散論理回路のような、1つまたは複数のプロセッサによって
実行されてもよい。したがって、本明細書で使用される「プロセッサ」という用語は、前
述の構造、または本明細書で説明する技法の実装に適した任意の他の構造のいずれかを指
す場合がある。さらに、いくつかの態様では、本明細書で説明する機能は、符号化および
復号のために構成された専用のハードウェアモジュールおよび/またはソフトウェアモジ
ュール内に与えられてよく、あるいは複合コーデックに組み込まれてよい。また、技法は
、1つまたは複数の回路または論理要素に完全に実装されてもよい。
【０１１０】
　本開示の技法は、ワイヤレス送受話器、集積回路(IC)、または1組のIC(たとえば、チッ
プセット)を含む、多種様々なデバイスもしくは装置において実施されてもよい。本開示
では、開示される技法を実行するように構成されたデバイスの機能的側面を強調するため
に、様々な構成要素、モジュール、またはユニットについて説明したが、それらは、必ず
しも異なるハードウェアユニットによる実現を必要とするとは限らない。むしろ、上述の
ように、様々なユニットは、コーデックハードウェアユニットとして結合されてもよく、
または適切なソフトウェアおよび/もしくはファームウェアとともに、上述のような1つも
しくは複数のプロセッサを含む相互動作可能なハードウェアユニットの集合によって構成
されてもよい。
【０１１１】
　種々の例について説明した。これらの例および他の例は以下の特許請求の範囲内に入る
。
【符号の説明】
【０１１２】
　　10　システム
　　20　コンテンツ作成デバイス
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　　22　オーディオソース
　　24　ビデオソース
　　26　オーディオエンコーダ
　　28　ビデオエンコーダ
　　30　カプセル化ユニット
　　32　出力インターフェース
　　34　コンピュータ可読媒体
　　40　クライアントデバイス
　　42　オーディオ出力
　　44　ビデオ出力
　　46　オーディオデコーダ
　　48　ビデオデコーダ
　　50　カプセル化解除ユニット
　　52　受信ユニット
　　60　ブロードキャストソースデバイス
　　62　記憶媒体
　　64　マルチメディアコンテンツ
　　66　マニフェストファイル
　　68、68A～68N　表現
　　72　出力インターフェース
　　74　ブロードキャストユニット
　　100　OTAブロードキャストミドルウェア
　　102　プロキシサーバ
　　104　キャッシュ
　　106　OTAブロードキャスト受信ユニット
　　110　ASHクライアント
　　112　メディアアプリケーション
　　120　マルチメディアコンテンツ
　　124　メディアプレゼンテーション記述
　　130　表現
　　132　ヘッダデータ
　　134、134A～134N　セグメント
　　140　表現
　　142　ヘッドデータ
　　144、144A～144N　セグメント
　　150　LSIDフラグメント
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